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本日　10月12日㈬ 18：30  ザ クラウンパレス新阪急高知

　　　 　創　立　記　念　夜　間　例　会

次週　10月19日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　ゲストスピーチ
　　　 「コロナ禍における保健所の疲弊と悲鳴」

高知市保健所 所長 豊田　　誠 氏

第2549回　例会報告／令和４年９月28日　天候　晴れ
◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇お　客　様
　高知県ウクライナ友の会事務局
　　大石　宗 氏
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
今日は、卓話に高知工科
大学経学助教授のコスチ
ャンチン・オヴシアンニ
コウさんに来ていただい
ています。

　先週は３日間を使いましての情報集会、参
加された方はお疲れ様でした。参加できなか
った方は、ぜひ次回は参加をしていただける
ようにお願いしたいと思います。とても有意
義な時間を過ごした実感がございます。
　昨日は、安倍元総理大臣の国葬儀が執り行
われました。私も高知の高野寺の中にある建
物で、国葬に参加できるということで献花さ
せていただいてきました。少々面白くないこ
とがあるなと思ったのは、帰ってテレビを見
ていましたら、もちろん国葬の中身は粛々と
立派な葬儀であったんですけれども、国葬の
決定に至るプロセスに不満などはあったでし
ょうけども、国葬の当日にあって、国葬反対
者が非常に露骨な反対のデモが行われたとい
うこと、これはさすがに、いろいろ理由はあ
るでしょうけども、同じ日本人として、あれ
だけ国に尽くした方が、このような不幸な形

で亡くなったという状況でそれはないだろう
と思いました。
　それから、国葬というのは、国にとって外
国との非常に大事な外交の場であるというこ
とを思えば、普通の神経ではああいうことは
できないんじゃないかなと思うわけです。
　私の仕事上の話をしますと、私に相談に来
られるお客様の皆さん全員が、おそらく日本
人全員が程度の差こそあれ、みんな幸せにな
りたいと願っていると思います。いつも表に
は出さなくても内的には思ってると。常に自
分はそういう意識で仕事をしています。 
　なので、相談者が何か将来の幸せに少し不
安がある。それから、本人が気づかなくても
話し合いのなかで私がその辺で心配だなと感
じると、役立つであろうことをアドバイスし
て、それが私の仕事なんです。
　シェルドンの著書に書いてるんですけど、
幸せの三角形というのがあるんですね。幸せ
を形成している三角形で１辺は「love/愛」
で残りの2辺は「money /お金」１辺は
「conscience/良心,尊厳」です。
　このたびの安倍さんの国葬に際して反対す
る方たちの欠けている心情をいうとこの良心、
尊厳を「義理人情」と置き換えていいと思う
んですね。
　ですから、義理人情というものがないと、
人間は幸せになれない。道端に人が倒れてい
るときに見て見ぬふりをするとか、知り合い
の人が不幸な状況になってたりするときに、
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直接助けることはできないにしても、それに
対して同情するとか、何とかならないかなと
思う心がないとなると、愛し愛されが仮にあ
ったとしても、それからもう一つの「money/
お金」があったとしても、義理人情がないと、
本人は幸せにはまずなれないというのが、シ
ェルドンの教えでもあるわけですし、私も常
々そう思っております。なので、ニュースを
見ながら世の中っていうのは、幸せになりた
い人ばかりじゃないのかなと、思わされたこ
とでした。
　一般に、自分の幸せのためには、人を幸せ
にした方がいい。人の幸せを考えると、何と
なく自分も幸せになれるというのが、一般の
人が考えていることですよね。お互いに良く
なる状況をプラスサムと言います。投資なん
かでもそうなんですけど、良かれと思って資
金的に援助する。そうすると、援助された事
業者もプラスになるし、援助した、これを投
資っていうんですが、投資家もプラスになる。
これをプラスサムというんです。一方、人の

不幸で何となく自分が楽しい気分になるとい
う、いわゆる、人の不幸は蜜の味といいます
か、これがゼロサムですね。自分が勝つとい
うことは、相手が負けるということ。相手が
勝つということは、自分が負けるという、こ
れがよく言うゼロサムなんですけど、やはり
我々はプラスサムになるように物事を考えて
いくということが非常に重要なんじゃないの
かなと、テレビを見ながら思ったことでした。
◇会　長　報　告
・マイロータリーのアカウントの作成方法を、
まだ登録していない方にお配りしました。
これは強制がどうだという話ではないので
すが、ぜひ、アカウントの作成だけはして
おいていただければと思います。後々、非
常に便利に使えると思います。
◇幹　事　報　告
・第51回ロータリー研究会が開催されます。
詳細は事務局まで。
・本日例会終了後に役員会を開催します。

　私の出身はウクライナの首都、キーウです。
2014年、筑波大学に入学し、４年後に博士を
獲得しました。現在、高知工科大学で助教と
して勤めています。所属は経済マネジメント
属群です。
　ロシアによるウクライナ侵略は、力による
一方的な現状変更であり、欧州のみならずア
ジアを含む国際秩序の根幹を揺るがす行為で
す。２月24日のウクライナ侵略開始から、世
界中が戦争に反対し、自由世界の安全、全て
の社会における調和の取れた発展を望んでい
ることを実感しました。日本もこうした国で
あり、ロシアが始めたこの非人道的な戦争を
止めるため、ウクライナの平和のため、すぐ

に動き出していただきました。
　世界の民主主義は幸いにウクライナを応援
しました。そして、日本の、世界の民主主義
とともに、ロシアに対して経済制裁を実施し
ました。あと、日本政府は自衛隊機を使って
防弾チョッキやヘルメットなどの空輸を決定
しました。そして、日本企業の間で、国際機
関への寄付や生活物資の提供など、ウクライ
ナへの支援の動きが広まっています。
　経済界からのウクライナへの支援は生活物
資の提供にとどまらず、国外に避難した人へ
の住宅の提供など様々な形で広がりを見せて
います。さらに、ウクライナから日本への避
難民に対する支援方策が実施されています。

•浦田健治　オヴシアンニコウさん、本日の
卓話、興味深く拝聴いたしました。ありがと
うございました。
•鬼田知明　オヴシアンニコウさん、本日は
母国のお話ありがとうございました。また、
先日は情報集会にたくさんの会員のご出席あ

りがとうございました。
•𠮷永光男　私が思うこと「戦争はいかん」
世界は一つ。世界のみんなが仲良くせんとい
かんと思っている。
•早瀬源慶　飯　忠悟パストガバナーの逝去
を知りました。彼のガバナー補佐を務めまし
た。
◇遅刻　２件

今年の４月、ウクライナの大使館に日本人か
ら、合わせておよそ50億円以上の寄付が寄せ
られています。この寄付金は、ウクライナか
ら国外に逃れた人たちの支援に充てるという
ことです。温かい支援を賜り、日本の人々に
心から感謝を申し上げます。　
　日本とウクライナは8,000キロ以上離れて
いて、飛行機で15時間掛かりますが、いずれ
もロシアの隣国です。日本とロシアの歴史上
では領土問題とされている北方領土がありま
す。今年の日経ビジネスの記事に面白い表現
がありました。地球儀を半周動かせば、欧州
で起きている惨事が対岸の火事でないことが
分かる。ロシア、中国、北朝鮮と対峙する日
本は地政学上、極東のウクライナと呼べる。
つまり、日本とウクライナの関係が明らかで
す。
　1991年、ソ連から独立したウクライナは、
国土面積は約60万3,700平方キロ、約4,500万
人の人口を抱える東欧の大国です。歴史的観
点から見れば、今のロシアによるウクライナ
侵攻は最近のことではありません。2014年、
クリミア半島併合以降、ロシアが常にウクラ
イナの東部や東南部の地方を脅威しました。
2015年、ドネツク・ルハンスク共和国に軍事
支援の提供をしました。
　今は、いろいろなウクライナの町が無差別
的に爆撃されています。その中でも東南の占
拠されたマリウポリ市は代表的です。ロシア
軍が占拠していた、私のふるさとキーウの近
郊の地域において、民間人が多数殺害される
など残虐な行為が繰り広げられていたことが
明らかになりました。こうした民間人の殺害
は、重大な国際人道法違反です。ウクライナ
から国外に避難した人はおよそ1,000万人い
ましたが、現在は、その約半分が既にウクラ
イナに戻っていて、キーウなどは比較的安全
になっていると言われています。しかし、南
部と東南部の状況は今もあまり良くないです。
　これに対して、ロシアとの輸出入を禁止し、
軍に資金が流れないようにロシア市場から企
業を引き上げる必要があります。ロシア軍に
対抗しているウクライナの兵士を応援するた
め、ＮＡＴＯ加盟国と協力してより一層、ウ
クライナへの武器の配達が必要です。ロシア
による攻撃で破壊された都市に人々が戻れる

よう、ウクライナの復興について考える必要
があります。人々は子供の時代に過ごした故
郷、住み慣れた場所に戻らないといけないの
です。
　ウクライナでは、教育などが一部停止して
いるため、ここに関しても復興支援をしなけ
ればなりません。こういったことを考慮して、
平和が脅かされる度に予防的な行動ができる
よう、新しい安全保障体制を構築しなければ
なりません。
　ウクライナは元々世界第３位の核保有国で
した。しかし、1994年にアメリカ、ロシア、
イギリスが一緒になり、ウクライナは兵器を
放棄し、その代わりにウクライナに安全保障
を提供するというブタペスト覚書が批准され
ました。しかし、現在のロシアによる侵略で、
この覚書は破棄されています。安全保障につ
いて、現行の制度を変革しなければなりませ
ん。さらに、安保理も時代遅れになってしま
いました。安全保障という役割が全く果たせ
ず、戦争を止めることができません。難しい
議論をしなければなりませんが、安全保障の
構造を見直していくべきではないでしょうか。
　日本とウクライナは遠く離れている国です。
しかし、私たちは似たような価値観を持って
います。例えば、ウクライナの民族楽器バン
ドゥーラは、日本の琵琶に似ています。今後、
両国の協力、そしてロシアに対するさらなる
圧力によって、平和がもたらされるでしょう。

✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿

◇お　知　ら　せ
・高知・ウクライナ友の会でも、認定特定非
営利活動法人 NPO BRIDGE が窓口となっ
て、ウクライナ支援の募金をしています。
ご協力をお願いします。
・10月10日、高知駅前広場で「スペインな夜
会」が開催されますが、その中で中高生に
よるウクライナ支援のダンスが行われます。
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郊の地域において、民間人が多数殺害される
など残虐な行為が繰り広げられていたことが
明らかになりました。こうした民間人の殺害
は、重大な国際人道法違反です。ウクライナ
から国外に避難した人はおよそ1,000万人い
ましたが、現在は、その約半分が既にウクラ
イナに戻っていて、キーウなどは比較的安全
になっていると言われています。しかし、南
部と東南部の状況は今もあまり良くないです。
　これに対して、ロシアとの輸出入を禁止し、
軍に資金が流れないようにロシア市場から企
業を引き上げる必要があります。ロシア軍に
対抗しているウクライナの兵士を応援するた
め、ＮＡＴＯ加盟国と協力してより一層、ウ
クライナへの武器の配達が必要です。ロシア
による攻撃で破壊された都市に人々が戻れる

よう、ウクライナの復興について考える必要
があります。人々は子供の時代に過ごした故
郷、住み慣れた場所に戻らないといけないの
です。
　ウクライナでは、教育などが一部停止して
いるため、ここに関しても復興支援をしなけ
ればなりません。こういったことを考慮して、
平和が脅かされる度に予防的な行動ができる
よう、新しい安全保障体制を構築しなければ
なりません。
　ウクライナは元々世界第３位の核保有国で
した。しかし、1994年にアメリカ、ロシア、
イギリスが一緒になり、ウクライナは兵器を
放棄し、その代わりにウクライナに安全保障
を提供するというブタペスト覚書が批准され
ました。しかし、現在のロシアによる侵略で、
この覚書は破棄されています。安全保障につ
いて、現行の制度を変革しなければなりませ
ん。さらに、安保理も時代遅れになってしま
いました。安全保障という役割が全く果たせ
ず、戦争を止めることができません。難しい
議論をしなければなりませんが、安全保障の
構造を見直していくべきではないでしょうか。
　日本とウクライナは遠く離れている国です。
しかし、私たちは似たような価値観を持って
います。例えば、ウクライナの民族楽器バン
ドゥーラは、日本の琵琶に似ています。今後、
両国の協力、そしてロシアに対するさらなる
圧力によって、平和がもたらされるでしょう。

✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿

◇お　知　ら　せ
・高知・ウクライナ友の会でも、認定特定非
営利活動法人 NPO BRIDGE が窓口となっ
て、ウクライナ支援の募金をしています。
ご協力をお願いします。
・10月10日、高知駅前広場で「スペインな夜
会」が開催されますが、その中で中高生に
よるウクライナ支援のダンスが行われます。

「ロシアのウクライナ侵攻及び
　　　　日本との関係について」

◇ゲストスピーチ 高知工科大学経済学 助教  コスチャンチン・オヴシアンニコウ 氏



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇お　客　様
　高知県ウクライナ友の会事務局
　　大石　宗 氏
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
今日は、卓話に高知工科
大学経学助教授のコスチ
ャンチン・オヴシアンニ
コウさんに来ていただい
ています。

　先週は３日間を使いましての情報集会、参
加された方はお疲れ様でした。参加できなか
った方は、ぜひ次回は参加をしていただける
ようにお願いしたいと思います。とても有意
義な時間を過ごした実感がございます。
　昨日は、安倍元総理大臣の国葬儀が執り行
われました。私も高知の高野寺の中にある建
物で、国葬に参加できるということで献花さ
せていただいてきました。少々面白くないこ
とがあるなと思ったのは、帰ってテレビを見
ていましたら、もちろん国葬の中身は粛々と
立派な葬儀であったんですけれども、国葬の
決定に至るプロセスに不満などはあったでし
ょうけども、国葬の当日にあって、国葬反対
者が非常に露骨な反対のデモが行われたとい
うこと、これはさすがに、いろいろ理由はあ
るでしょうけども、同じ日本人として、あれ
だけ国に尽くした方が、このような不幸な形

で亡くなったという状況でそれはないだろう
と思いました。
　それから、国葬というのは、国にとって外
国との非常に大事な外交の場であるというこ
とを思えば、普通の神経ではああいうことは
できないんじゃないかなと思うわけです。
　私の仕事上の話をしますと、私に相談に来
られるお客様の皆さん全員が、おそらく日本
人全員が程度の差こそあれ、みんな幸せにな
りたいと願っていると思います。いつも表に
は出さなくても内的には思ってると。常に自
分はそういう意識で仕事をしています。 
　なので、相談者が何か将来の幸せに少し不
安がある。それから、本人が気づかなくても
話し合いのなかで私がその辺で心配だなと感
じると、役立つであろうことをアドバイスし
て、それが私の仕事なんです。
　シェルドンの著書に書いてるんですけど、
幸せの三角形というのがあるんですね。幸せ
を形成している三角形で１辺は「love/愛」
で残りの2辺は「money /お金」１辺は
「conscience/良心,尊厳」です。
　このたびの安倍さんの国葬に際して反対す
る方たちの欠けている心情をいうとこの良心、
尊厳を「義理人情」と置き換えていいと思う
んですね。
　ですから、義理人情というものがないと、
人間は幸せになれない。道端に人が倒れてい
るときに見て見ぬふりをするとか、知り合い
の人が不幸な状況になってたりするときに、
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直接助けることはできないにしても、それに
対して同情するとか、何とかならないかなと
思う心がないとなると、愛し愛されが仮にあ
ったとしても、それからもう一つの「money/
お金」があったとしても、義理人情がないと、
本人は幸せにはまずなれないというのが、シ
ェルドンの教えでもあるわけですし、私も常
々そう思っております。なので、ニュースを
見ながら世の中っていうのは、幸せになりた
い人ばかりじゃないのかなと、思わされたこ
とでした。
　一般に、自分の幸せのためには、人を幸せ
にした方がいい。人の幸せを考えると、何と
なく自分も幸せになれるというのが、一般の
人が考えていることですよね。お互いに良く
なる状況をプラスサムと言います。投資なん
かでもそうなんですけど、良かれと思って資
金的に援助する。そうすると、援助された事
業者もプラスになるし、援助した、これを投
資っていうんですが、投資家もプラスになる。
これをプラスサムというんです。一方、人の

不幸で何となく自分が楽しい気分になるとい
う、いわゆる、人の不幸は蜜の味といいます
か、これがゼロサムですね。自分が勝つとい
うことは、相手が負けるということ。相手が
勝つということは、自分が負けるという、こ
れがよく言うゼロサムなんですけど、やはり
我々はプラスサムになるように物事を考えて
いくということが非常に重要なんじゃないの
かなと、テレビを見ながら思ったことでした。
◇会　長　報　告
・マイロータリーのアカウントの作成方法を、
まだ登録していない方にお配りしました。
これは強制がどうだという話ではないので
すが、ぜひ、アカウントの作成だけはして
おいていただければと思います。後々、非
常に便利に使えると思います。
◇幹　事　報　告
・第51回ロータリー研究会が開催されます。
詳細は事務局まで。
・本日例会終了後に役員会を開催します。

　私の出身はウクライナの首都、キーウです。
2014年、筑波大学に入学し、４年後に博士を
獲得しました。現在、高知工科大学で助教と
して勤めています。所属は経済マネジメント
属群です。
　ロシアによるウクライナ侵略は、力による
一方的な現状変更であり、欧州のみならずア
ジアを含む国際秩序の根幹を揺るがす行為で
す。２月24日のウクライナ侵略開始から、世
界中が戦争に反対し、自由世界の安全、全て
の社会における調和の取れた発展を望んでい
ることを実感しました。日本もこうした国で
あり、ロシアが始めたこの非人道的な戦争を
止めるため、ウクライナの平和のため、すぐ
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の住宅の提供など様々な形で広がりを見せて
います。さらに、ウクライナから日本への避
難民に対する支援方策が実施されています。
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的に爆撃されています。その中でも東南の占
拠されたマリウポリ市は代表的です。ロシア
軍が占拠していた、私のふるさとキーウの近
郊の地域において、民間人が多数殺害される
など残虐な行為が繰り広げられていたことが
明らかになりました。こうした民間人の殺害
は、重大な国際人道法違反です。ウクライナ
から国外に避難した人はおよそ1,000万人い
ましたが、現在は、その約半分が既にウクラ
イナに戻っていて、キーウなどは比較的安全
になっていると言われています。しかし、南
部と東南部の状況は今もあまり良くないです。
　これに対して、ロシアとの輸出入を禁止し、
軍に資金が流れないようにロシア市場から企
業を引き上げる必要があります。ロシア軍に
対抗しているウクライナの兵士を応援するた
め、ＮＡＴＯ加盟国と協力してより一層、ウ
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よう、ウクライナの復興について考える必要
があります。人々は子供の時代に過ごした故
郷、住み慣れた場所に戻らないといけないの
です。
　ウクライナでは、教育などが一部停止して
いるため、ここに関しても復興支援をしなけ
ればなりません。こういったことを考慮して、
平和が脅かされる度に予防的な行動ができる
よう、新しい安全保障体制を構築しなければ
なりません。
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した。しかし、1994年にアメリカ、ロシア、
イギリスが一緒になり、ウクライナは兵器を
放棄し、その代わりにウクライナに安全保障
を提供するというブタペスト覚書が批准され
ました。しかし、現在のロシアによる侵略で、
この覚書は破棄されています。安全保障につ
いて、現行の制度を変革しなければなりませ
ん。さらに、安保理も時代遅れになってしま
いました。安全保障という役割が全く果たせ
ず、戦争を止めることができません。難しい
議論をしなければなりませんが、安全保障の
構造を見直していくべきではないでしょうか。
　日本とウクライナは遠く離れている国です。
しかし、私たちは似たような価値観を持って
います。例えば、ウクライナの民族楽器バン
ドゥーラは、日本の琵琶に似ています。今後、
両国の協力、そしてロシアに対するさらなる
圧力によって、平和がもたらされるでしょう。
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会」が開催されますが、その中で中高生に
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とを思えば、普通の神経ではああいうことは
できないんじゃないかなと思うわけです。
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て、それが私の仕事なんです。
　シェルドンの著書に書いてるんですけど、
幸せの三角形というのがあるんですね。幸せ
を形成している三角形で１辺は「love/愛」
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「conscience/良心,尊厳」です。
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る方たちの欠けている心情をいうとこの良心、
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　ですから、義理人情というものがないと、
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直接助けることはできないにしても、それに
対して同情するとか、何とかならないかなと
思う心がないとなると、愛し愛されが仮にあ
ったとしても、それからもう一つの「money/
お金」があったとしても、義理人情がないと、
本人は幸せにはまずなれないというのが、シ
ェルドンの教えでもあるわけですし、私も常
々そう思っております。なので、ニュースを
見ながら世の中っていうのは、幸せになりた
い人ばかりじゃないのかなと、思わされたこ
とでした。
　一般に、自分の幸せのためには、人を幸せ
にした方がいい。人の幸せを考えると、何と
なく自分も幸せになれるというのが、一般の
人が考えていることですよね。お互いに良く
なる状況をプラスサムと言います。投資なん
かでもそうなんですけど、良かれと思って資
金的に援助する。そうすると、援助された事
業者もプラスになるし、援助した、これを投
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2014年、筑波大学に入学し、４年後に博士を
獲得しました。現在、高知工科大学で助教と
して勤めています。所属は経済マネジメント
属群です。
　ロシアによるウクライナ侵略は、力による
一方的な現状変更であり、欧州のみならずア
ジアを含む国際秩序の根幹を揺るがす行為で
す。２月24日のウクライナ侵略開始から、世
界中が戦争に反対し、自由世界の安全、全て
の社会における調和の取れた発展を望んでい
ることを実感しました。日本もこうした国で
あり、ロシアが始めたこの非人道的な戦争を
止めるため、ウクライナの平和のため、すぐ

に動き出していただきました。
　世界の民主主義は幸いにウクライナを応援
しました。そして、日本の、世界の民主主義
とともに、ロシアに対して経済制裁を実施し
ました。あと、日本政府は自衛隊機を使って
防弾チョッキやヘルメットなどの空輸を決定
しました。そして、日本企業の間で、国際機
関への寄付や生活物資の提供など、ウクライ
ナへの支援の動きが広まっています。
　経済界からのウクライナへの支援は生活物
資の提供にとどまらず、国外に避難した人へ
の住宅の提供など様々な形で広がりを見せて
います。さらに、ウクライナから日本への避
難民に対する支援方策が実施されています。

● 出席率報告 ●

９月28日
９月14日

総数
 55
 55

出席
42
42

欠席
0
0

メイク
アップ HC出席率

76.36％
76.36％

出席率
100％
100％

13
13

•浦田健治　オヴシアンニコウさん、本日の
卓話、興味深く拝聴いたしました。ありがと
うございました。
•鬼田知明　オヴシアンニコウさん、本日は
母国のお話ありがとうございました。また、
先日は情報集会にたくさんの会員のご出席あ

りがとうございました。
•𠮷永光男　私が思うこと「戦争はいかん」
世界は一つ。世界のみんなが仲良くせんとい
かんと思っている。
•早瀬源慶　飯　忠悟パストガバナーの逝去
を知りました。彼のガバナー補佐を務めまし
た。
◇遅刻　２件

■高知東ＲＣ当面の日程
10月26日㈬　役員会
11月２日㈬　定例理事会
11月16日㈬　第４回クラブ協議会
　　　　　　　　　　　　　（例会終了後）
11月23日㈬　休会（国民の祝日）
11月30日㈬　役員会
12月７日㈬　五大奉仕中間発表・年次総会
　　　　　　定例理事会
12月21日㈬　忘年夜間例会
　　　　　　　　　（ザ クラウンパレス）
　　　　　　役員会
12月28日㈬　休会（年末年始の休み）

■例会変更のお知らせ

今年の４月、ウクライナの大使館に日本人か
ら、合わせておよそ50億円以上の寄付が寄せ
られています。この寄付金は、ウクライナか
ら国外に逃れた人たちの支援に充てるという
ことです。温かい支援を賜り、日本の人々に
心から感謝を申し上げます。　
　日本とウクライナは8,000キロ以上離れて
いて、飛行機で15時間掛かりますが、いずれ
もロシアの隣国です。日本とロシアの歴史上
では領土問題とされている北方領土がありま
す。今年の日経ビジネスの記事に面白い表現
がありました。地球儀を半周動かせば、欧州
で起きている惨事が対岸の火事でないことが
分かる。ロシア、中国、北朝鮮と対峙する日
本は地政学上、極東のウクライナと呼べる。
つまり、日本とウクライナの関係が明らかで
す。
　1991年、ソ連から独立したウクライナは、
国土面積は約60万3,700平方キロ、約4,500万
人の人口を抱える東欧の大国です。歴史的観
点から見れば、今のロシアによるウクライナ
侵攻は最近のことではありません。2014年、
クリミア半島併合以降、ロシアが常にウクラ
イナの東部や東南部の地方を脅威しました。
2015年、ドネツク・ルハンスク共和国に軍事
支援の提供をしました。
　今は、いろいろなウクライナの町が無差別
的に爆撃されています。その中でも東南の占
拠されたマリウポリ市は代表的です。ロシア
軍が占拠していた、私のふるさとキーウの近
郊の地域において、民間人が多数殺害される
など残虐な行為が繰り広げられていたことが
明らかになりました。こうした民間人の殺害
は、重大な国際人道法違反です。ウクライナ
から国外に避難した人はおよそ1,000万人い
ましたが、現在は、その約半分が既にウクラ
イナに戻っていて、キーウなどは比較的安全
になっていると言われています。しかし、南
部と東南部の状況は今もあまり良くないです。
　これに対して、ロシアとの輸出入を禁止し、
軍に資金が流れないようにロシア市場から企
業を引き上げる必要があります。ロシア軍に
対抗しているウクライナの兵士を応援するた
め、ＮＡＴＯ加盟国と協力してより一層、ウ
クライナへの武器の配達が必要です。ロシア
による攻撃で破壊された都市に人々が戻れる

よう、ウクライナの復興について考える必要
があります。人々は子供の時代に過ごした故
郷、住み慣れた場所に戻らないといけないの
です。
　ウクライナでは、教育などが一部停止して
いるため、ここに関しても復興支援をしなけ
ればなりません。こういったことを考慮して、
平和が脅かされる度に予防的な行動ができる
よう、新しい安全保障体制を構築しなければ
なりません。
　ウクライナは元々世界第３位の核保有国で
した。しかし、1994年にアメリカ、ロシア、
イギリスが一緒になり、ウクライナは兵器を
放棄し、その代わりにウクライナに安全保障
を提供するというブタペスト覚書が批准され
ました。しかし、現在のロシアによる侵略で、
この覚書は破棄されています。安全保障につ
いて、現行の制度を変革しなければなりませ
ん。さらに、安保理も時代遅れになってしま
いました。安全保障という役割が全く果たせ
ず、戦争を止めることができません。難しい
議論をしなければなりませんが、安全保障の
構造を見直していくべきではないでしょうか。
　日本とウクライナは遠く離れている国です。
しかし、私たちは似たような価値観を持って
います。例えば、ウクライナの民族楽器バン
ドゥーラは、日本の琵琶に似ています。今後、
両国の協力、そしてロシアに対するさらなる
圧力によって、平和がもたらされるでしょう。

✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿　✿

◇お　知　ら　せ
・高知・ウクライナ友の会でも、認定特定非
営利活動法人 NPO BRIDGE が窓口となっ
て、ウクライナ支援の募金をしています。
ご協力をお願いします。
・10月10日、高知駅前広場で「スペインな夜
会」が開催されますが、その中で中高生に
よるウクライナ支援のダンスが行われます。
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